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研究成果の概要 

本研究は、近代日露関係を外交官の視点から考察する企画である。具体的には、明治初期から

戦後までの日露関係を、それぞれの時代を代表する外交官（榎本武揚、芦田均、チチェーリン）

の視点から俯瞰する。従来の国際関係史は、構造的要因で語られることが多かった。もちろん、

国際政治及び国内政治の構造的変化がキーポイントになっていることは確かだが、そのような変

化の情報を本国政府にもたらすことで政策決定に影響を与え、実際の条約締結などでも大きな役

割を果たすのが外交官である。こうした問題関心から、本研究では外交官の視点から日露関係の

3つの転換期（樺太千島交換条約、日ソ基本条約、第二次世界大戦）を考察した。 

榎本武揚の視点からは、日露関係を安定化させた樺太千島交換条約の背景に、次に控える朝鮮

政策を見据えた明治政府の外交戦略の存在を指摘した。同時に、その後の榎本が日露協調を前提

に南洋進出の志向性を高めることに着目し、「北守南進」論の萌芽を見出した。チチェーリンの

視点からは、スターリンの積極的な対日政策の原点が 1920 年代に遡ることを明らかにした。こ

の成果は、20年代から 30年代にかけてのソ連外交を連続的に捉えるとともに、日ソ基本条約後

の日露友好という歴史的評価に再考を促した。芦田均の視点からは、第二次世界大戦前後の芦田

における対ソ協調論から反ソ論への転換が、国際連盟やそれを基軸とした集団安全保障体制に期

待を寄せてきた彼の国際秩序観に由来するものだったことを明らかにした。また芦田がソ連との

提携に見切りをつけた具体的な背景には、独ソ不可侵条約や朝鮮戦争を指摘した。 
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